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9.1

主
管
庁
は
、

8.1.3
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
安
そ
の
他
の
懸
念
に
対
応
す
る
た
め
、
い
つ
で
も
、
自
国
を
旗

国
と
す
る
船
舶
に
つ
い
て
の
長
距
離
レ
ン
ジ
に
よ
る
識
別
及
び
追
跡
の
情
報
を

8.1.3
の
規
定
に
基
づ
い
て
締
約
政

府
に
対
し
て
提
供
し
な
い
こ
と
を
決
定
す
る
権
利
を
有
す
る
。
関
係
主
管
庁
は
、
そ
の
後
い
つ
で
も
、
当
該
決

定
を
修
正
し
、
停
止
し
、
又
は
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

9.2

関
係
主
管
庁
は
、
9.1
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
決
定
を
国
際
海
事
機
関
に
通
報
す
る
。
同
機
関
は
、
そ
の
通

報
を
受
領
し
た
と
き
は
、
す
べ
て
の
締
約
政
府
に
対
し
、
そ
の
細
目
と
共
に
当
該
通
報
を
送
付
す
る
。

9.3

9.1
の
規
定
を
適
用
す
る
主
管
庁
の
船
舶
の
国
際
法
に
基
づ
く
権
利
及
び
義
務
に
は
、
9.1
に
規
定
す
る
決
定
の

結
果
は
影
響
を
及
ぼ
し
て
は
な
ら
な
い
。

10

締
約
政
府
は
、
常
に
、

.1

長
距
離
レ
ン
ジ
に
よ
る
識
別
及
び
追
跡
の
情
報
の
重
要
性
を
認
識
す
る
。

.2

受
領
す
る
こ
と
が
で
き
る
長
距
離
レ
ン
ジ
に
よ
る
い
か
な
る
識
別
及
び
追
跡
の
情
報
の
商
業
上
の
秘
密
性

及
び
機
微
も
認
識
し
、
及
び
尊
重
す
る
。

.3

不
正
な
ア
ク
セ
ス
又
は
開
示
か
ら
、
受
領
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
を
保
護
す
る
。

.4

国
際
法
に
合
致
し
た
方
法
で
、
受
領
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
を
使
用
す
る
。

11.1

締
約
政
府
は
、
自
ら
が
要
求
し
、
及
び
受
領
す
る
長
距
離
レ
ン
ジ
に
よ
る
い
か
な
る
識
別
及
び
追
跡
の
情
報

に
も
係
る
す
べ
て
の
費
用
を
負
担
す
る
。
11.2
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
締
約
政
府
は
、
受
領
を
試
み
る
こ
と
が

で
き
る
長
距
離
レ
ン
ジ
に
よ
る
識
別
及
び
追
跡
の
情
報
に
関
連
し
て
、
船
舶
に
い
か
な
る
費
用
も
課
し
て
は
な

ら
な
い
。

11.2

主
管
庁
の
国
内
法
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
自
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
に
は
、
こ
の
第

十
九
e

一
規
則
に
適
合
す
る
長
距
離
レ
ン
ジ
に
よ
る
識
別
及
び
追
跡
の
情
報
を
送
付
す
る
た
め
の
い
か
な
る
費

用
も
負
担
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

12

8.1
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
締
約
政
府
の
捜
査
救
助
機
関
は
、
海
上
に
お
け
る
遭
難
者
の
捜
索
救
助
に
関
連

す
る
長
距
離
レ
ン
ジ
に
よ
る
識
別
及
び
追
跡
の
情
報
を
無
料
で
受
領
す
る
権
利
を
有
す
る
。

13

締
約
政
府
は
、こ
の
第
十
九
e

一
規
則
の
規
定
又
は
国
際
海
事
機
関
が
定
め
る
他
の
い
か
な
る
関
連
要
件
も
、

遵
守
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
か
、
又
は
遵
守
さ
れ
て
い
な
い
と
み
な
す
い
か
な
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
同
機
関
に

報
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

14

海
上
安
全
委
員
会
は
、
こ
の
第
十
九
e

一
規
則
に
基
づ
く
長
距
離
レ
ン
ジ
に
よ
る
識
別
及
び
追
跡
の
情
報
の

締
約
政
府
へ
の
提
供
を
設
定
し
、
検
証
し
、
及
び
監
査
す
る
た
め
の
基
準
、
手
続
及
び
措
置
に
つ
い
て
決
定
す

る
。

百
五

第
五
章
第
二
十
規
則
１
の
次
に
２
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
十
八
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

２

海
難
の
調
査
に
お
い
て
支
援
す
る
た
め
、
貨
物
船
は
、
国
際
航
海
に
従
事
す
る
場
合
に
は
、
航
海
情
報
記
録
装

置
（
簡
易
型
航
海
情
報
記
録
装
置
を
含
む
。）を
次
の
よ
う
に
備
え
る
。

.1

総
ト
ン
数
二
万
ト
ン
以
上
の
貨
物
船
で
あ
つ
て
二
千
二
年
七
月
一
日
前
に
建
造
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

二
千
六
年
七
月
一
日
後
の
最
初
の
予
定
さ
れ
た
入
渠き

よ

の
と
き
又
は
二
千
九
年
七
月
一
日
の
い
ず
れ
か
早
い
と
き

.2

総
ト
ン
数
三
千
ト
ン
以
上
二
万
ト
ン
未
満
の
貨
物
船
で
あ
つ
て
二
千
二
年
七
月
一
日
前
に
建
造
さ
れ
た
も
の

に
つ
い
て
は
、
二
千
七
年
七
月
一
日
後
の
最
初
の
予
定
さ
れ
た
入
渠き

よ

の
と
き
又
は
二
千
十
年
七
月
一
日
の
い
ず

れ
か
早
い
と
き

.3

主
管
庁
は
、
貨
物
船
が
.1
及
び
.2
に
定
め
る
実
施
の
日
の
後
二
年
以
内
に
恒
久
的
に
運
航
し
な
く
な
る
と
き

は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

百
六

第
五
章
第
二
十
規
則
２
を
３
と
す
る
。（
平
成
十
八
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

百
七

第
五
章
第
二
十
二
規
則
１
の
柱
書
き
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。（
平
成
十
八
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

１

こ
の
章
の
第
二
規
則
４
に
定
義
す
る
長
さ
が
五
十
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
船
舶
で
あ
つ
て
千
九
百
九
十
八
年
七

月
一
日
以
後
に
建
造
さ
れ
た
も
の
は
、
次
の
要
件
に
適
合
す
る
。

百
八

第
五
章
第
二
十
二
規
則
３
の
次
に
４
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

４

1.1
及
び
1.3
か
ら
1.5
ま
で
に
定
め
る
要
件
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
バ
ラ
ス
ト
水
の
交
換

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

.1

船
長
が
、
当
該
交
換
を
行
う
こ
と
が
安
全
で
あ
る
こ
と
を
決
定
し
、
及
び
、
適
切
な
見
張
り
が
常
に
維
持

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
当
該
交
換
の
作
業
か
ら
生
ず
る
い
か
な
る
増
大
す
る
死
角
又
は
減
少

す
る
水
平
視
野
も
考
慮
す
る
こ
と
。

.2

当
該
交
換
の
作
業
は
、
国
際
海
事
機
関
が
採
択
し
た
バ
ラ
ス
ト
水
の
交
換
に
関
す
る
勧
告
を
考
慮
し
て
、

船
舶
の
バ
ラ
ス
ト
水
管
理
計
画
に
従
つ
て
行
わ
れ
る
こ
と
。

.3

当
該
交
換
の
作
業
の
開
始
及
び
終
了
は
、
こ
の
章
の
第
二
十
八
規
則
に
基
づ
き
船
舶
の
航
海
行
動
の
記
録

に
記
録
さ
れ
る
こ
と
。

百
九

第
五
章
第
二
十
八
規
則
の
表
題
を
「
航
海
行
動
の
記
録
及
び
毎
日
の
報
告
」
に
改
め
る
。（
平
成
十
八
年
七
月
一

日
効
力
発
生
）

百
十

第
五
章
第
二
十
八
規
則
を
同
規
則
１
と
し
、
２
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
十
八
年
七
月
一
日
効
力
発

生
）

２

四
十
八
時
間
を
超
え
る
国
際
航
海
に
従
事
す
る
総
ト
ン
数
五
百
ト
ン
以
上
の
船
舶
は
、
第
九
章
第
一
規
則
に
定

義
す
る
会
社
に
毎
日
の
報
告
を
提
出
す
る
も
の
と
し
、
当
該
会
社
は
、
当
該
報
告
及
び
航
海
中
の
す
べ
て
の
毎
日

の
報
告
を
保
持
す
る
。
毎
日
の
報
告
は
、
当
該
報
告
に
記
載
す
る
位
置
が
決
定
さ
れ
た
後
実
行
可
能
な
限
り
速
や

か
に
当
該
会
社
に
送
付
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
い
か
な
る
手
段
に
よ
つ
て
も
送
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
動
報
告
シ
ス
テ
ム
は
、
当
該
シ
ス
テ
ム
が
送
付
の
記
録
の
機
能
を
含
ん
で
お
り
、
か
つ
、
そ
れ
ら
の
機
能
及
び

位
置
固
定
装
置
へ
の
接
続
を
船
長
が
定
期
的
に
検
証
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当

該
報
告
に
は
、
次
の
事
項
を
含
め
る
も
の
と
す
る
。

.1

船
舶
の
位
置

.2

船
舶
の
針
路
及
び
速
力

.3

船
舶
の
航
海
又
は
通
常
の
安
全
な
運
航
に
影
響
を
及
ぼ
す
い
か
な
る
外
的
又
は
内
的
な
状
況
の
詳
細

百
十
一

第
五
章
第
三
十
三
規
則
の
表
題
を
「
遭
難
状
況
に
お
け
る
義
務
及
び
手
続
」
に
改
め
る
。（
平
成
十
八
年
七
月

一
日
効
力
発
生
）

百
十
二

第
五
章
第
三
十
三
規
則
１
の
前
段
中
「
信
号
」
を
「
情
報
」に
改
め
、前
段
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平

成
十
八
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

支
援
を
提
供
す
る
こ
の
義
務
は
、
遭
難
者
の
国
籍
若
し
く
は
地
位
又
は
遭
難
者
の
発
見
さ
れ
る
と
き
の
状
況
に

か
か
わ
ら
ず
適
用
す
る
。

百
十
三

第
五
章
第
三
十
三
規
則
１
の
次
に
1`1
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。（
平
成
十
八
年
七
月
一
日
効
力
発
生
）

1`1

締
約
政
府
は
、
海
上
に
お
け
る
遭
難
者
を
乗
船
さ
せ
る
こ
と
に
よ
つ
て
援
助
を
与
え
る
船
舶
の
船
主
が
、
予

定
さ
れ
た
航
海
の
最
小
限
の
変
更
に
よ
り
当
該
船
舶
の
義
務
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
、
調
整

し
、
及
び
協
力
す
る
。
た
だ
し
、
船
舶
の
船
主
が
こ
の
第
三
十
三
規
則
に
規
定
す
る
当
該
義
務
を
免
除
さ
れ
る

こ
と
が
海
上
に
お
け
る
人
命
の
安
全
を
脅
か
す
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
そ
の
よ
う
な
援
助
が
与
え
ら
れ

る
捜
索
救
助
区
域
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
締
約
政
府
は
、
事
案
の
特
別
な
事
情
及
び
国
際
海
事
機
関
が
作
成

す
る
指
針
を
考
慮
し
て
、
援
助
を
受
け
た
生
存
者
が
援
助
を
行
っ
た
船
舶
か
ら
下
船
し
、
及
び
安
全
な
場
所
に

引
き
渡
さ
れ
る
よ
う
、
調
整
し
、
及
び
協
力
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
に
つ
い
て
主
要
な
責
任
を
負
う
。
こ

れ
ら
の
事
案
に
お
い
て
、
関
係
締
約
政
府
は
、
そ
の
下
船
が
合
理
的
に
実
行
可
能
な
限
り
速
や
か
に
行
わ
れ
る

た
め
に
措
置
を
と
る
。
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